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中南米政治経済動向
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経済動向

1

Covid-19感染拡大対策を要因に、2020年の経済成長ペースは大きく減速。

中国のペントアップ需要、コモディティ価格上昇、世界的な金融緩和政策を要因に、2021年の経済は大き

く回復基調にあり。

ただし、地場通貨安・コモディティ価格上昇・物流の混乱等を要因とした食料・エネルギーを中心としたイ

ンフレ傾向が、今後の経済の回復基調を左右する状況。

メキシコやブラジルなどの中南米の大国において、景気浮揚策が求められる中、政策金利の引き上げを

余儀なく実施。

出所先：IMF（World Economic Outlook）

2022年 2023年
中南米・カリブ地域 -6.9 6.8 2.4 2.6
　アルゼンチン -9.9 10.0 3.0 2.5
　ブラジル -3.9 4.7 0.3 1.6
　チリ -5.9 12.0 1.9 1.9
　コロンビア -6.8 10.2 4.5 3.7
　メキシコ -8.2 5.3 2.8 2.7
　ペルー -11.0 13.3 2.8 3.0

予測2021年見込み2020年単位：％

＜実質GDP成長率＞
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2021年における中南米大統領選挙の動向は左派勢力が優勢な結果となり、2000年代の左派旋風を彷

彿させる傾向を示している。

エクアドルの大統領選では、決選投票で右派候補が勝利したものの、議会は左派陣営が議席の8割を抑

える。ペルーおよびチリにおける大統領選は、左派への転換があった。

格差の拡大が深刻化するなか、Covid-19感染拡大対策に伴う景気失速がトリガーとなり、左傾化してい

る様子。2022年のブラジルおよびコロンビアの動向に注視が求められる。

出所先：Congressional Research Service資料と外務省情報をもとに発表者作成

＜大統領選スケジュール＞

直近の大統領選実施日 大統領 任期 政権スタンス 次の選挙時期
アルゼンチン 2019/10/27 フェルナンデス氏 4年 左派 Oct-23
ボリビア 2020/10/18 アルセ氏 5年 左派 2025
ブラジル 2018/10/28 ボルソナーロ氏 4年 右派 Oct-22
チリ 2021/12/19 ボリッチ氏（2022／03） 4年 左派 Nov-25
コロンビア 2018/6/17 ドゥケ氏 4年 右派 May-22
エクアドル 2021/4/11 ラッソ氏 4年 右派 Feb-25
エルサルバドル 2019/2/3 ブケレ氏 5年 右派 Feb-24
メキシコ 2018/7/1 ロペス・オブラドール氏 6年 左派 Jul-24
パラグアイ 2018/4/22 アブド・ベニテス氏 5年 右派 Apr-23
ペルー　 2021/6/6 カスティジョ氏 5年 左派 Apr-26
ウルグアイ 2019/11/24 ラカジェ・ポウ氏 5年 右派 Oct-24



ご清聴くださいまして、誠に有難うございました。
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